
 
川 口 市 立 安 行 東 中 学 校 

 

〒334-0059 川口市大字安行 34番地 
 

℡048‐294-2789 FAX 048-294-2796 
 

令和３年度 No.９ 発行 令和４年１月２４日  

「今年の展望を漢字一文字で表してみると？」 

校長 山本 智広 

旧年中は本校の教育活動への深いご理解と温かなご支援を賜りまして、誠にありがとうございました。

昔から「１月は往ぬる（行く）、２月は逃げる、３月は去る」と言われるように、この時期は時間 

があっという間に過ぎていきます。この３学期の３ヶ月は現学年のまとめや卒業後の生活、進級に向

けた準備と、ややもすると慌ただしく過ぎ去ってしまいます。始業式に生徒のみなさんには話しまし

たが、３ヶ月あるといっても土日、祝日を除くと登校する日数は思うほど多くはありません。（今日

から数えると3年生は卒業式があるので３５日、１・２年生は４３日となります。）子どもたちが新年度にス

ムーズにスタートできるように１日１日を大切にしながら、教職員一同力を合わせて日々の指導にあたって

いきたいと思います。旧年にも増して、皆様方のご支援をよろしくお願い申し上げます。 

さて、令和3年の「小中学生が選ぶ漢字（キッズ＠nifty調べ）」で漢字第１位となったのは「推」でした。

「好きなアイドルやアニメのキャラクターなどを応援する『推し』が今年話題になったが、『推しができた』

『ずっと推し活をしていた』といった声が寄せられ、小中学生の間でも『推し』という言葉が浸透し、身近

なものになっているようだ。」とのことでした。（私の「推し」は本校生徒と教職員です。笑）学校生活の中で

も誰かを応援することで思いを共有したり、自分も元気が出たりすることがあったと思います。互いの存

在の大切さを実感できる素晴らしい経験につながります。また、身近に感じたのが第３位の１つに選ばれ

た「楽」です。小中学生が選んだ理由としては「コロナでいろいろ大変だったけれど、楽しかったから」「学

校生活を楽しむことが大切だと感じたから」いうものでした。コロナ禍により、学校生活だけでなく日々の

生活においても制約がある中、本校でも子どもたちが今の状況を前向きにとらえ、みんなで協力し、頑張

ろうとしている姿に救われる思いでした。感謝です。 

ところで、年始めに同じように今年一年の展望を漢字一文字で思い描くとすれ

ば、みなさんはどんな漢字で表してみますか。私は「夢」という一文字です。今年も

コロナ禍の影響はありますが、生徒の「夢」の実現につながる教育活動の実施を

進めることです。このコロナ禍だからこそ、「夢」を大きく持って日々の生活を送って

欲しいと切に願います。夢や目標を実現させるためには自身の努力が必要になり

ます。夢や目標が大きければ大きいほど、その実現のために必要な努力を実行す

るためのエネルギーも大きくなり、基本的には自ら生み出さなければなりません。その時、確かに成功体

験も必要ですが、未達成や失敗体験になってしまう現実もあると思います。そこで重要なのは、それが実

現できたのか、あるいは実現できなくても、どこまで達成できたのかを自分自身や他者（友達や先生、

保護者等）と対話しながら振り返り、取組んだ事実とその成果をプラスの視点で認めることです。そ

うすることで、取り組んだ自分の努力を自覚し、自分自身が価値ある存在であるということに気付く

ことは、前述のエネルギーの源にもつながります。本年は一層、このような体験を積み重ねられる教

育活動を大切にしていきたいと考えています。 

本校の目指す学校像は「夢や目標を実現する力を育てる安行東中学校」です。具体的には生徒が夢

を語り合い、目標を持ち、その目標を達成するために自ら課題を設定し解決することを支援できる学

校を目指しています。新型コロナウィルス変異株の爆発的な感染拡大の中ではありますが、生徒の安

全・安心を第一に、予断を持って必要な教育活動を積極的に取り組んで参ります。教職員一丸となって、

子どもたちの「夢」の実現を応援し、生徒自身が互いに「夢」を語り、認め、高め合える１年間となるように

努めて参ります。 

より賢く  より美しく  よりたくましく 

安行東中だより 

夢 



 

感染症予防の観点から、学校の様子をご覧いただける機会が
少なく、ご回答いただくことも難しかったことと存じます。リ
アルタイムでの映像配信ができるように準備を進めているとこ
ろですので、しばしお待ちください。また、私たち教職員に対
して、励ましのお言葉をたくさん頂戴し、今後の励みになりま
した。ありがとうございました。今後も、ご支援・ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。 


